
明
治
維
新
以
後
に
来
日
し
た
楊
守
敬
・
李
盛
鐸
・
羅
振
玉
・
丁

福
保
ら
清
国
の
学
者
は
、
日
本
に
保
存
さ
れ
て
い
た
中
国
古
典
籍

や
日
本
の
研
究
書
に
注
目
し
、
購
入
・
帰
国
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
多
量
の
医
学
書
が
あ
る
こ
と
は
た
び
た
び
報
告
し
た
。

他
方
、
清
末
・
中
華
民
国
頃
の
伝
入
ら
し
い
日
本
の
古
医
書
が
、

上
海
中
医
薬
大
学
図
書
館
や
上
海
市
中
医
文
献
館
に
少
な
か
ら
ず

あ
る
。
大
多
数
は
来
日
し
た
清
国
学
者
と
無
関
係
で
疑
問
だ
っ
た

が
、
こ
れ
に
関
連
す
る
岸
田
吟
香
（
一
八
三
三
～
一
九
○
五
）
の
活

動
に
気
づ
い
た
の
で
報
告
し
た
い
。

岸
田
吟
香
は
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
、
同
治
五
）
に
上
海
へ
ヘ
ボ

ン
に
随
行
し
、
へ
ボ
ン
『
和
英
語
林
集
成
」
の
印
刷
に
従
事
。
同

六
八
年
（
明
治
元
、
同
治
七
）
に
上
海
に
再
渡
し
て
精
錆
水
の
販

売
所
を
設
置
。
同
七
五
年
（
明
治
八
）
に
銀
座
で
精
錆
水
調
合
所
（
楽

３
岸
田
吟
香
が
中
国
で
販
売
し
た
日
本

関
連
の
古
医
書

、
Ｊ
ノ

ー
１

〕
宣
く

柳

ｊ２

誠
・
陳

捷

善
堂
薬
舗
）
を
開
き
書
籍
も
販
売
。
同
七
八
年
（
明
治
十
一
、
光
緒

四
）
に
上
海
に
再
々
渡
し
て
楽
善
堂
薬
房
分
店
を
設
置
し
書
籍
も

販
売
。
同
八
○
年
（
明
治
十
三
、
光
緒
六
）
に
も
上
海
に
再
々
々
渡

し
て
楽
善
堂
分
店
を
中
国
各
地
に
開
設
し
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
が

中
国
で
書
籍
を
販
売
し
た
の
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
実
態
は
未
検

討
だ
っ
た
。
新
た
に
気
づ
い
た
資
料
は
扉
に
「
楽
善
堂
書
目
』
と

あ
る
線
装
本
一
冊
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
で
、
叙
文
と
凡
例

に
よ
る
と
、
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
、
光
緒
十
）
の
初
版
に
増
補

し
、
同
八
七
年
（
明
治
二
十
、
光
緒
十
三
）
に
印
刷
さ
れ
た
ら
し
い
。

版
心
や
害
末
の
「
東
演
岸
吟
香
謹
啓
」
か
ら
、
岸
田
吟
香
の
上
海

楽
善
堂
販
売
目
録
と
分
か
る
。

全
体
は
扉
・
叙
文
・
凡
例
と
、
①
楽
善
堂
発
党
銅
板
石
印
書
籍

地
図
画
譜
上
巻
、
②
楽
善
堂
発
党
東
洋
本
新
旧
書
籍
、
③
楽
善
堂

発
党
書
籍
目
録
下
巻
、
④
楽
善
堂
蔵
板
書
目
、
⑤
上
海
楽
善
堂
薬

房
発
筈
各
種
妙
薬
目
録
か
ら
な
る
。
①
②
③
は
品
名
と
価
格
を
一

行
に
記
し
、
ま
れ
に
冊
数
・
著
者
等
も
あ
る
。
中
国
版
・
日
本
版

の
別
は
記
述
し
な
い
。
④
で
は
品
名
・
著
者
名
・
冊
数
・
価
格
の

他
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に
簡
単
な
解
説
が
あ
り
、
一
八
八
七
年
の
楽
善

堂
書
房
主
人
識
語
も
あ
る
。
⑤
で
は
計
四
四
製
剤
の
名
称
・
価
格
．
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効
能
が
光
明
精
埼
水
を
筆
頭
に
記
さ
れ
る
。

さ
て
①
は
計
一
二
七
点
の
書
籍
等
を
載
せ
、
う
ち
医
書
は
漢
籍

が
一
言
の
み
。
『
大
日
本
輿
地
図
」
な
ど
明
ら
か
な
日
本
編
蟇
物
も

あ
る
が
、
多
く
は
中
国
版
と
推
測
さ
れ
る
。

②
は
計
六
四
四
点
を
載
せ
、
う
ち
医
薬
書
は
三
三
点
。
「
東
洋

（
日
本
）
本
新
旧
書
籍
」
と
名
う
っ
の
で
、
多
く
は
日
本
版
の
漢
籍

や
国
書
だ
が
、
日
本
か
ら
逆
輸
入
の
中
国
版
・
朝
鮮
版
も
混
入
す

る
。
価
格
は
①
よ
り
や
や
高
価
に
思
え
る
。

③
は
計
六
三
○
点
を
載
せ
る
。
う
ち
医
書
は
三
五
点
で
、
み
な

漢
籍
だ
が
和
刻
の
あ
る
書
も
み
え
、
日
本
か
ら
の
輸
入
書
も
混
在

す
る
よ
う
だ
。
ま
た
日
本
か
ら
の
輸
入
版
木
で
一
八
七
四
年
（
明
治

十
一
、
光
緒
四
）
に
上
海
で
印
刷
し
た
「
影
宋
本
千
金
方
』
等
も
記

さ
れ
る
。
価
格
は
②
よ
り
や
や
低
い
。

④
は
計
三
九
点
を
載
せ
、
う
ち
医
書
は
七
点
。
「
楽
善
堂
蔵
板
書

目
」
と
名
う
つ
よ
う
に
、
「
原
版
玉
機
微
義
」
『
針
灸
素
難
要
旨
」

な
ど
、
上
海
楽
善
堂
が
日
本
か
ら
輸
入
し
た
版
木
で
印
刷
し
た
書

が
多
い
。
楽
善
堂
自
身
が
活
字
出
版
し
た
言
も
あ
る
。

以
上
①
②
③
④
全
体
の
計
一
五
三
○
点
中
、
医
書
類
は
一
六
五

点
に
の
ぼ
っ
た
。
い
ま
上
海
の
各
図
書
館
に
あ
る
日
本
関
連
の
古

医
書
は
、
こ
う
し
た
岸
田
吟
香
の
販
言
と
も
大
い
に
関
係
す
る
だ

ろ
う
。
な
お
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
五
月
の
『
温
知
医
談
』
は

岸
田
吟
香
か
ら
の
手
紙
を
浅
田
宗
伯
が
紹
介
し
、
「
上
海
で
は
日
本

の
版
木
に
よ
る
重
印
医
書
が
高
価
で
販
売
さ
れ
、
邦
人
が
誇
る
に

足
る
」
の
旨
を
い
う
。
張
玉
範
「
李
盛
鐸
及
其
蔵
書
」
も
「
李
盛

鐸
は
一
八
八
○
年
に
岸
田
吟
香
を
知
り
、
海
外
の
金
石
図
籍
を
購

入
し
始
め
た
。
明
治
維
新
か
ら
日
本
人
が
古
籍
を
軽
視
す
る
の
で
、

岸
田
は
帰
国
し
て
集
め
た
古
書
を
上
海
で
売
り
、
李
氏
は
多
く
の

日
本
古
刊
本
・
活
字
本
・
旧
抄
本
を
購
入
し
た
」
と
記
す
。

以
上
の
ご
と
く
、
岸
田
吟
香
は
上
海
で
一
八
七
八
年
に
は
書
籍

も
販
売
し
て
い
た
が
、
同
八
○
年
の
再
々
々
渡
で
李
盛
鐸
な
ど
と

知
り
あ
い
、
浅
田
宗
伯
へ
の
手
紙
の
よ
う
に
日
本
伝
存
古
書
の

大
々
的
販
売
を
思
い
つ
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
日
本
か
ら
の
輸
入

書
等
を
売
り
出
し
た
目
録
が
同
八
四
年
の
初
版
で
、
徐
々
に
取
り

扱
い
範
囲
を
拡
大
し
た
増
補
版
が
今
回
見
出
し
た
同
八
七
年
に
印

刷
の
目
録
と
な
ろ
う
。

（
Ｄ
茨
城
大
学
人
文
学
部
）

（
即
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
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北
里
研
究
所
東
医
研
・
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史
学

研
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部
／
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京
大
学
）
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